
7 月 16 日 ２年生の家庭科の授業を参観しまし

た。古着や古布をつかってリメイク作品を作る計画

をたてる授業でした。生徒たちは、自分の家から持

ってきた生地の特徴や良さを生かして、自分の作り

たいものを考えたり、仲間と計画を共有したりしな

がら、これから作るリメイク作品の構想を膨らめて

いました。 

【生徒の感想】 

・今日、家庭科でリメイクの計画をたてまし

た。私はお母さんに手持ちバッグかポーチを

作ろうと考えました。班の人に計画について

相談したら「時間内に完成できる？」と言わ

れて、不安になったのでポーチを作ることに

しました。次回までにもっと細かく計画を立

てて頑張りたいです。 

・私は、弟の小さくなった服で巾着を作る計画

をたてました。服にアルファベットで自分の

名前が書いてある部分があったので「切り取

って縫い付けたりするのもありだな」と思い

ました。 

・私は、自分が持ってきた布の特徴や良さを生

かせる作品を考えて、毎日使う巾着を作るこ

とにしました。手芸が好きなので作るのが楽

しみです。 

・家にいらない服がなかったので、端切れを使

ってブックカバーか人形の服を作りたいと思

い計画をたてました。クロームブックで作り

方を調べて、次の授業も頑張りたいです。 

授業の中で、先生が「自分の子どもが来ていた思い出の服をポーチにしました」という自作

の作品の紹介の場面がありました。また、被服室には、作品のイメージがしやすいように、家

庭科の先生が作ったリメイク作品が製作の難易度別に展示されていていました。家庭科の先生

のアイディアや技能に驚かされました。 

 


